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11 見たい知りたい！地元建設企業 第4弾
在仙２大学が企業訪問ツアー

フォーサイトって何？
　仙台市の地域建設業者で組織
する仙台建設業協会（仙建協）が発
行する無料の地域情報マガジンです。
本来の意味は「先見の明」で、「仙建
協」との韻を踏んでおり、仙台の
未来を見通す内容とする願い
が込められています。
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【青葉区】
熱海建設㈱
㈱熱海店
㈱阿部和工務店
阿部建設㈱
㈱石井組
遠藤建業㈱
奥田建設㈱
金福建設㈱
㈱小松建設
庄子建業㈱
仙建工業㈱
千田建設㈱
東北共栄建設㈱
㈱東北ロンテック
銅谷建設㈱
日建工業㈱

【青葉区】
㈱橋本店
東日本コンクリート㈱
㈱広瀬組
㈱深松組
宮環建設㈱
ワーカー工業㈱

【泉区】
赤坂建設㈱
㈱泉工務店
海道建設㈱
㈱さとう総業
東北グレーダー㈱
中田建設工業㈱
㈱桝田組
丸武建設㈱
㈱三浦組

【宮城野区】
栄喜工業㈱
奥山工業㈱
㈱鎌田建設
後藤工業㈱
仙台アスコン㈱
㈱仙台土建
㈱髙工
鷹觜建設㈱
㈱丹勝
中城建設㈱
長谷川建設㈱
㈱丸鹿
㈱湯目建設
㈱渡邊舗装工業

【若林区】
遠藤工業㈱
遠藤吉照土建㈱
皆成建設㈱
㈱加賀
木皿建設㈱
栗村建設興業㈱
サイト工業㈱
㈱佐元工務店
仙舗建設㈱
㈱丹秀工務店
㈱千葉建設
東北ニチレキ工事㈱
日道建設㈱
ヤマトワーク㈲
若葉建設㈱

【太白区】
㈱阿部砂利建設
河北建設㈱
㈱柴田建設工業
㈱ショウエー
伸和興業㈱
通信道路㈱
同事建設㈱
㈱東北リアライズ
㈱永岡
㈱日啓工業
㈱ビルド
北都ハウス工業㈱
㈱丸三建設興業
山辰建設㈱
陽光建設㈱

【富谷市】
大川工業㈱

【黒川郡大和町】
大和建設㈱
八嶋建設㈱
㈱吉田工務店

【黒川郡大衡村】
㈱松川土木

3 移転開園60周年
進む八木山動物公園のリニューアル事業

巻頭特集
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進む八木山動物公園の
リニューアル事業
　青葉区荒巻三居沢から1965年に移転し、太白区八木山に開園した八木
山動物公園は、今年で移転開園60周年を迎えました。節目を祝うイベント
や企画展が数多く開かれています。長年、動物の魅力を発信してきた同園
では現在、老朽化対策と展示方法の見直しに向けて、再整備事業が行われ
ています。長期間にわたる再整備事業は３期に分けて行われており、１期
目の事業では、同園の西側に当たる「エリアⅠ」を中心にリニューアルを図
ります。アフリカ園を改修し、新たに総合獣舎やライオン舎を建設します。

　仙台市の動物園は、今から89年前の1936年
に青葉区花壇の広瀬川河畔に「仙台市動物
園」として誕生しました。第二次世界大戦の
さなかに閉鎖されましたが、その後、1957年
に場所を青葉区荒巻三居沢に移して「子供動
物園」として復活しました。当初は小動物の
展示が中心で、クマやゾウなどの大型動物の
展示が増えるにつれて、園内が手狭になって
きました。
　そこで、大型動物の展示にも対応できるよ
う、広い敷地が確保できる八木山の地に移転
が計画されたのです。60年前の1965年に「仙
台市八木山動物公園」として開園しました。
最初はアムールトラの赤ちゃんやアメリカバ
イソン、インドゾウなど100種360個体の動物
たちを展示していました。

　長年、市民に愛され続けている同園です
が、施設の老朽化が進むとともに、休憩や飲
食を提供するサービス施設の少なさなど、課
題が増えてきました。また、屋外での展示が
多いため、雨の日や真夏、真冬に快適に見学
できないという課題もクリアする必要があっ
たのです。
　そのため、仙台市は同園の長寿命化再整備
計画を立てて、2037年度まで長期間にわたっ
て整備することにしました。事業は第１期
（2021～2028年度）、第２期（2029年度～2034
年度途中）、第３期（2034年度途中～2037年
度）の計３期に分けて行い、最初に「エリアⅠ」
を中心にリニューアルします。

移転開園60周年  進む八木山動物公園のリニューアル事業

移転開園60周年

三居沢から八木山へ
動物との親しみを提供

巻頭特集

エリアⅠのイメージ図　

60周年看板

写真提供：仙台市
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移転開園60周年  進む八木山動物公園のリニューアル事業巻頭特集

エリアⅠの見どころ
　すでに2021年度から行わ
れている第１期事業では、エ
リアⅠをどのようにリニュー
アルするのでしょうか―。
八木山動物公園の管理課・
本間輝清さんに教えてもら
いました。

　八木山動物公園のリニューアルでは、動物たちを
本来の自然に近い環境で見られる「環境生態展示」
や、動物の能力や行動を引き出す「行動展示」によっ
て、ありのままの姿を観察できるように工夫します。
また、エリアⅡ、エリアⅢでは、動物と同じ空間に来園
者が入っていくことにより、動物を間近で見られるよ
うな「ウォークスルー型展示」も充実させていきます。

　今のアフリカ園の南側に「ベーブ・ルースの銅像」
が建っているのを知っていますか？
　ベーブ・ルースといえば、メジャーリーガー大谷翔平
選手の活躍でもたびたび名前が上がる元祖二刀流
の“野球の神様”です。
　実は動物公園ができる前、ここには八木山球場が
あり、1934年には全米大リーグ選抜チームと全日本
チームが親善試合を行ったのです。その時、ベーブ・
ルースはここで来日初ホームランを放ちました。野球
場の跡地に造ったのが今のアフリカ園なのです。
　ベーブ・ルースの銅像は2002年に建てられ、
2022年には野球伝来150年を記念して「日本野球
の聖地・名所150選」の一つに認定されています。

動物園担当者に聞く

動物のありのままの姿を観察

　新設する総合獣舎は２階建てで、雨の日でも屋内から動
物を観覧できます。１階では絶滅危惧種の大型草食動物
サイ、カバの迫力ある動きや生態がガラス越しに見られま
す。
　２階では、マダガスカルに生息しているワオキツネザル
やマダガスカルホシガメ、クロシロエリマキキツネザルな
ど、現地の固有種を展示します。２階の外側に設ける観覧
デッキからは、サバンナを一望できます。総合獣舎の中に
は休憩スペースや飲食コーナーも設けます。

屋内観覧可能な総合獣舎

　総合獣舎の一部は、１、２階を吹き抜けにしてチン
パンジーを展示します。チンパンジーの展示場は「ア
フリカの森」を再現しており、樹木に覆われた展示場
で、チンパンジーたちがどんな集団生活をしているの
かをお楽しみ下さい。チンパンジーは屋内から見られ
るだけではなく、屋外展示場の周りにトンネル状の通
路を設けるので、天候を気にすることなく動物たちを
見られます。

チンパンジーの集団生活に注目
　動物公園の西側に位置するエリアⅠの区域は、既存のアフリカ
園を含む部分です。近くにはビジターセンターがあります。
　今はアフリカの生き物を分散して展示していますが、エリアⅠ
では既存のアフリカ園を、ライオンを加えた新アフリカ園とする
などして、アフリカの生き物を集約して展示します。
　今あるゴリラ舎や爬虫類館などを解体し、代わりに総合獣舎と
ライオン舎を新しく建てます。ライオンは今、別の場所に展示し
ていますが、移転後は樹木や堀で仕切られた放飼場で、肉食のラ
イオンと草食のゾウやキリン、シマウマ、ダチョウがサバンナの中
に一体的に見えるように見せ方を工夫します。

アフリカ園を改修

トピックス 動物園にベーブ・ルース？！

開園60周年を迎えた八木山動物公園の東門

チンパンジー観覧洞窟

チンパンジー屋内観覧室

マダガスカル観覧室 カバ舎観覧室

アフリカ園の北側に当たるエリアⅠを工事中

シマウマやゾウなどが飼育されている今のアフリカ園

1965年 開園当初

案内図

エリア1の位置図

１

工事中

ベーブ・ルースの銅像

2

3

4

総合獣舎
裏飼施設

ライオン舎
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移転開園60周年  進む八木山動物公園のリニューアル事業巻頭特集
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開園60周年を迎えた八木山動物公園の東門
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チンパンジー屋内観覧室

マダガスカル観覧室 カバ舎観覧室
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1965年 開園当初
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エリア1の位置図
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総合獣舎
裏飼施設

ライオン舎
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　2025年は「昭和」に置き換えると
ちょうど100年。戦争や苦難の時代を
経験し、高度経済成長期に栄え、バ
ブル経済の終焉を経験。そして、21
世紀を迎えた歴史ある企業が仙台の
建設業界にもあります。杜の都のまち
づくりを支え続けている仙台建設業協
会の100年企業4社に、創業からこれ
までの歩みを振り返ってもらいました。 
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杜の都のまちづくりに貢献 えん

会員企業ががんばってます

工事に励む作業員
既存施設の解体後、これから総合獣舎の
建設が本格化します

阿部和工務店・橋本店・中城建設ＪＶ

エリアⅠの総合獣舎建設

　八木山動物公園のリニューアル事業で、エリアⅠの主要工事となっている
のが総合獣舎の建設です。鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）の２階建ての
建物を、仙台建設業協会会員企業の阿部和工務店・橋本店・中城建設の共
同企業体が施工しています。動物たちの間近で工事するための気配りや難し
さを、共同企業体を代表して阿部和工務店の樋口友和所長に聞きました。

　３社が共同で施工しているのは、仙台市都市整備局が発注した
「仙台市八木山動物公園エリアⅠ施設（総合獣舎）新築等工事」。
もともとあったゴリラ舎や爬虫類館を解体し、その跡地に新しい
建物を建設します。建物の工事だけではなく、動物が展示される
放飼場、動物たちが通る通路なども建設します。
　エリアⅠのリニューアル事業は2021年から始まり、最初に爬虫
類を移転させるために「裏飼施設」を建設しました。施工したのは

仙台建設業協会会員企業の仙台土建です。そのあと、2025年１月
からは、アフリカ園の北側にあったガン生態園を解体して更地に
しました。今後は跡地に別の工事でライオン舎を建てます。
　2026年の冬ごろは既存施設の解体工事が盛んに行われ、解体が
終わる2026年春ごろからは、総合獣舎を建てる前に建設場所の地
盤改良工事を行います。それを経て、2027年ごろから総合獣舎の
建設が本格化する予定です。完成は2028年度中を見込んでいます。

　カバの飼育施設の改修では、水槽に
上り下りするための階段を新しく作りまし
た。横からよく見ると、階段の幅が広く、斜
めに下がっているのが分かりますか？　こ
れは、カバが階段を上り下りする際、重心
を体の後ろにかけるからなんだとか。人間
が上り下りするとかなり違和感がありま
す。樋口所長は「人生で初めてカバの階
段を作った」と笑っていました。

　阿部和工務店の樋口所長に話しを聞く
と、最初は動物園の工事ということでワク
ワク感があったそうです。しかし、動物園の
スタッフや飼育員と話し合いを行うたび
に、ワクワク感が消えて緊張感が増してき
たそうです。飼育員から一番お願いされた
のは、「動物たちを怖がらせない」こと。そ
れを要望されて、動物たちのすぐ側で工事
することの難しさを悟ったそうです。
　解体工事では屋根や壁を大型重機で壊
すため、どうしても大きな音が回りに響き
ます。その音に、動物たちは敏感に反応し
てしまいます。そこで、動物たちが音に慣
れるまでは、少しずつ解体工事を行って、な
るべく大きな音が出ないように気を配った
そうです。
　また、バックホウやクレーンなど高さが
ある重機がひょっこりと茂みの中から現れ

動物を怖がらせない気配り
飼育員と気持ちを共有

樋口所長が
語る

ると、動物たちは外敵
が来たと勘違いして怯
えてしまいます。動物
たちが慣れるまでは、
大型重機を近くに置いて慣れるのを待った
そうです。作業員たちが大きなはしごを持
ち運びする時も、はしごを立てて持つと動
物たちを刺激してしまうため、目立たない
ように横に寝かせて持ち運んでいます。
　そのように気を配りながら工事を続けて
いるうちに、樋口所長も飼育員と同じよう
な目線で工事に当たるようになってきまし
た。「飼育員の方々は、健康な状態の動物た
ちを来園者に見てもらえるように、常に気
を配っています。工事関係者も、そんな飼
育員の方々の気持ちに応えられるようにが
んばっています」と樋口所長は気配りを続
けています。

カバ用階段は斜め？！
トピックス

樋口所長
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　私で三代目となるが、50年にわたり数々の
苦難を乗り越え現在の会社の基盤を作った二
代目に当たる現会長と、これまで携わってきた
社員や取引先、歴史を継承してきた人たちの
おかげだと思っている。１００年をしっかりと継
承し、また新たな未来に向かって一歩ずつ進
んでいきたい。

　私は社長になってわずか10年だが、半世紀
にわたり経営を担ってきた会長の行動や言動
から、『正しさを貫く』というところが徹底されて
いると感じる。目先の損得などで判断するの

ではなく、客観的にそれが正しいのかを念頭に
置いて行動している。どんな場面や誰が相手
であろうとも信念を貫き妥協を許さなかったし、
経営的な部分においてもそういうところが根っ
こにあって、会長の姿勢が社員全体にも伝
わってきた結果がこれまでの経営につながった
のだと思う。

　仙台市の公共施設では初めて免震工法で
建設した急患センターの新築工事は思い出が
深い。注目度も高く、当時の市長も視察に来
ていたのを覚えている。最新技術の免震工
法を、大手とＪＶを組み一体となって施工に取
り組んだ記憶が残っている。現在も仙台市の
建築工事が大きな柱となっており、これからも
全ての工事が表彰されるように常に高い意識
を持って取り組んでいきたい。

　どの産業、どの会社も人が足りない状況が

佐藤 守彦 代表取締役社長

代々受け継ぐ“正しさを貫く”姿勢
続き、今後もっと深刻となると人手不足による
廃業や倒産が激増してくると考えている。建
設業はなくてはならない産業のひとつだと思う
ので、会社を残すためにも若手の人材確保・
育成には力点を置いていきたい。同時にデジ
タル化による省力化も推進し、これまでより少
人数で効率よく仕事が出来るよう改善を試み
労働時間の短縮も達成していく。さらに、今後、
中小企業も合併やＭ＆Ａなど経営統合の動き
が活発になってくる可能性があるので、主体
的に動けるようにしていきたい。

㈱仙台土建

会社が末永く続いていることへの思いは？

長く経営を続けてこられた秘訣は？

会社を代表する事業は？

未来に向けてのメッセージは？

宮城野区小田原

　私が今あるのは先祖のおかげ。特に、会
長を務めていた父の影響を受け、教えを守っ
てきた。従業員についても、少人数ながら一

生懸命がんばってくれている。2年に1度は仙
台市の優良工事表彰を受賞できるほど、技術
者たちは努力してくれている。

　身の丈にあった経営に徹してきたこと。無
理して受注したり、借金をして経営しないとい
う方針を、歴代社長が継承してきたことが良
かった。当社の社是は「誠意・信頼・感謝」。
これを自分自身にも言い聞かせている。
　そして、常に地域に貢献していく精神を忘
れないこと。土木や建築の仕事は地域を良く
するための仕事であり、地域の
方々が便利になることを思いな
がら良い物を作ってきた。

　青葉区内にある東北電力の
三居沢発電所に、1988年に三
居沢電気百年館を建設した。
1888年に水力によって東北で

髙橋 英文 代表取締役社長

身の丈に合う経営を貫徹

初めて電気を起こした場所。当社の会長が
東北電力の出身だったので、メモリアル施設
を建設したことにとても思い入れがある。
　私が入社して間もない頃に関わった荒浜小
学校の校舎建設も、さまざまな思いがある。
立派に完成した校舎と体育館は、のちの東日
本大震災で津波の被害を受けた。体育館は
解体されて複雑な思いはあるものの、校舎は
震災遺構として残り、防災教育に役立ってい
る。

　土木や建築は未来もなくならない工事。そ
れを続けていくためには、将来にわたって誠実
に、真面目に、コツコツと仕事をすることが大
事。歴代社長に言われてきたことを、次の世
代にも引き継いでいく。

鷹觜建設㈱

会社が末永く続いていることへの思いは？ 長く経営を続けてこられた秘訣は？

会社を代表する事業は？

未来に向けてのメッセージは？

宮城野区原町

最新の免震工法を採用した仙台市急患センター

長年の建築技術を注いだ

水力発電100周年を記念して建てられた

津波で被災後に震災遺構として残った

三居沢電気百年館

旧荒浜小学校の校舎

仙台市立大和小学校の校舎

　100年以上もの間、地域のお客さまや協力
会社の皆さまに支えられ、歩んでこられたこと
に深く感謝している。147年という年月を企業
が歩み続けられたことは、光栄であると同時に、
非常に重い責任を感じる。
　建設業界を取り巻く環境は、人口減少、働
き方改革、脱炭素やデジタル化と大きく変化
している。過去の歴史に安住するのではなく、
新しい技術や価値観を柔軟に取り入れ、未来
を見据えた経営を進めていくことが使命だ。

　長く経営を続けられた秘訣は3つある。1つ
目は、どんな工事にも誠実に向き合い、信頼
を積み重ねてきたこと。経営理念の最重要項

目にも「人づくり」を掲げ、堅実にものをつくる
ことを大切にしてきた。
　2つ目は、先代社長が始めた月1回の全社
員勉強会を継続し、安全や技術について一
緒に学ぶ機会を設けていること。1つのことを
みんなで考える場は、組織の一体感を生み出
す上で非常に大切だ。
　3つ目は、時代の変化を受け入れ、新しい
技術や仕組みに挑戦し続けてきたこと。会社
の基本方針として「常に変化していこう」という
姿勢を受け継いできた。

　特徴は「地域に根ざした幅広い事業」で、
宮城県行政庁舎、美術館、メディアテークな
どの公共工事から、最近では放射光施設や

武田 文孝 代表取締役社長

変化を恐れず未来へ
官民連携事業にも取り組んでいる。定禅寺
通の協議会などまちづくりにも積極的に参加
している。
　当社には2つの核となる強みがある。1つは、
情報を先回りして掴む営業力。もう1つは、優
良工事として評価される技術力だ。受注した
案件を確実に完成に導くこの「社員」たちの
存在が、当社にとってかけがえのない財産と
なっている。

　建設業の魅力は自分の住んでいる街をつく
り、関わったものが地域の風景として何十年
も残り、人々の生活を支え続けることだ。147
年続いてきた会社だが、未来をつくるのは若
い世代。今いる社員と若い人たちで次の150
年、200年までの土台をつくることが大事だ。
　地域からの信頼があったからこその１４７年。
新しい技術を学びながら、自分の力を地域に
生かしたいと考える若い人たちと、200社を超
える協力会社の皆さまとこれからの100年を築
いていきたい。

㈱橋本店

会社が末永く続いていることへの思いは？

長く経営を続けてこられた秘訣は？

会社を代表する事業は？

会社を代表する事業は？

未来に向けてのメッセージは？

青葉区立町

1925年に仙台土木建築工業として創業。
ことしで100年。

1878年に橋本組として創業。
ことしで147年。

1925年に深松組として創業。
ことしで100年。

1846年に髙橋組として創業。
ことしで179年。

　創業者の祖父や先代の父を含めて実直さ
を受け継ぎ、周囲からの信頼を築き上げてきた
おかげで今年100周年の節目を迎えた。100
年の歴史の中で高度成長期から、バブル崩
壊、ゼネコン汚職など、さまざまな時代があった。
特に2008年のリーマン・ショックの時は、建
設企業も何十人単位でリストラに追い込まれ
ていたが、私たちは不動産賃貸の柱もあった
おかげで、社員を1人もリストラすることなく存

続することができた。残ってくれた社員が東日
本大震災の復興事業で大車輪の活躍をして
くれたことは、とても嬉しいことだった。

　これまで社会で困っていることを解決するお
手伝いをいろいろやってきた。今年７月にオー
プンしたＡＬＳ患者専門のナーシングホームもそ
のひとつで、年内には満床となる予定だ。障
がい者施設は全国的にもまだまだ普及に至っ
ていない。そのような未開拓市場であるブ
ルー・オーシャンを切り開くことが、今後の経
営にも絶対に役に立つと思う。不動産賃貸
の家賃でリーマン・ショックを切り抜けられたよ
うに、今後起こりうるさまざまな事態を想定し、
社会問題を解決し人に喜ばれる事業を継続
的に展開していきたい。

　沖縄の発展を支えるため、地域特性を活か
した沖縄開発事業は印象深い。宮古島でリ
ゾートホテル事業を展開するとともに、全６棟

深松  努 代表取締役社長

地域社会の繁栄に奉仕

の戸建て宿泊施設と宿泊者専用のプライ
ベートビーチを備えたヴィラブリゾートを運営し
ている。私自身、沖縄が大好きで、仕事で堂々
と行けたらこんないいことないなと思っていた。
仙台の旅行会社からの情報で、素晴らしいロ
ケーションの宮古島のホテルが売りに出てい
るとのことで、一目惚れして購入に至った。現
地の方 と々も交流が増えて、事業を応援してく
れて仕事も手伝ってもらった。

　建設産業全体が今まで以上に良くならない
と深松組が発展することはない。そのためには
仙台のまちを今より『いい仙台』として残してい
くことが大切となる。祖父が作った社是の一
つに「信用を重んじ建設事業を通じ地域社会
の繁栄に奉仕する」と掲げている。地域社会
の繁栄に奉仕するということは、困っている人
たちを助けることが繁栄につながることとなる。
その気持ちと技術を次世代に受け継ぎ、150
年、200年築いていける会社にしていきたい。

㈱深松組

会社が末永く続いていることへの思いは？ 長く経営を続けてこられた秘訣は？

未来に向けてのメッセージは？

青葉区荒巻本沢

気仙沼大島大橋の架設にＪＶ企業として参画
震災復興を代表する

学術研究の拠点となっている
放射光施設「ナノテラス」

震災復興を象徴する複合施設
「アクアイグニス仙台」

沖縄で運営する
ヴィラブリゾート
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　私で三代目となるが、50年にわたり数々の
苦難を乗り越え現在の会社の基盤を作った二
代目に当たる現会長と、これまで携わってきた
社員や取引先、歴史を継承してきた人たちの
おかげだと思っている。１００年をしっかりと継
承し、また新たな未来に向かって一歩ずつ進
んでいきたい。

　私は社長になってわずか10年だが、半世紀
にわたり経営を担ってきた会長の行動や言動
から、『正しさを貫く』というところが徹底されて
いると感じる。目先の損得などで判断するの

ではなく、客観的にそれが正しいのかを念頭に
置いて行動している。どんな場面や誰が相手
であろうとも信念を貫き妥協を許さなかったし、
経営的な部分においてもそういうところが根っ
こにあって、会長の姿勢が社員全体にも伝
わってきた結果がこれまでの経営につながった
のだと思う。

　仙台市の公共施設では初めて免震工法で
建設した急患センターの新築工事は思い出が
深い。注目度も高く、当時の市長も視察に来
ていたのを覚えている。最新技術の免震工
法を、大手とＪＶを組み一体となって施工に取
り組んだ記憶が残っている。現在も仙台市の
建築工事が大きな柱となっており、これからも
全ての工事が表彰されるように常に高い意識
を持って取り組んでいきたい。

　どの産業、どの会社も人が足りない状況が

佐藤 守彦 代表取締役社長

代々受け継ぐ“正しさを貫く”姿勢
続き、今後もっと深刻となると人手不足による
廃業や倒産が激増してくると考えている。建
設業はなくてはならない産業のひとつだと思う
ので、会社を残すためにも若手の人材確保・
育成には力点を置いていきたい。同時にデジ
タル化による省力化も推進し、これまでより少
人数で効率よく仕事が出来るよう改善を試み
労働時間の短縮も達成していく。さらに、今後、
中小企業も合併やＭ＆Ａなど経営統合の動き
が活発になってくる可能性があるので、主体
的に動けるようにしていきたい。

㈱仙台土建

会社が末永く続いていることへの思いは？

長く経営を続けてこられた秘訣は？

会社を代表する事業は？

未来に向けてのメッセージは？

宮城野区小田原

　私が今あるのは先祖のおかげ。特に、会
長を務めていた父の影響を受け、教えを守っ
てきた。従業員についても、少人数ながら一

生懸命がんばってくれている。2年に1度は仙
台市の優良工事表彰を受賞できるほど、技術
者たちは努力してくれている。

　身の丈にあった経営に徹してきたこと。無
理して受注したり、借金をして経営しないとい
う方針を、歴代社長が継承してきたことが良
かった。当社の社是は「誠意・信頼・感謝」。
これを自分自身にも言い聞かせている。
　そして、常に地域に貢献していく精神を忘
れないこと。土木や建築の仕事は地域を良く
するための仕事であり、地域の
方々が便利になることを思いな
がら良い物を作ってきた。

　青葉区内にある東北電力の
三居沢発電所に、1988年に三
居沢電気百年館を建設した。
1888年に水力によって東北で

髙橋 英文 代表取締役社長

身の丈に合う経営を貫徹

初めて電気を起こした場所。当社の会長が
東北電力の出身だったので、メモリアル施設
を建設したことにとても思い入れがある。
　私が入社して間もない頃に関わった荒浜小
学校の校舎建設も、さまざまな思いがある。
立派に完成した校舎と体育館は、のちの東日
本大震災で津波の被害を受けた。体育館は
解体されて複雑な思いはあるものの、校舎は
震災遺構として残り、防災教育に役立ってい
る。

　土木や建築は未来もなくならない工事。そ
れを続けていくためには、将来にわたって誠実
に、真面目に、コツコツと仕事をすることが大
事。歴代社長に言われてきたことを、次の世
代にも引き継いでいく。

鷹觜建設㈱

会社が末永く続いていることへの思いは？ 長く経営を続けてこられた秘訣は？

会社を代表する事業は？

未来に向けてのメッセージは？

宮城野区原町

最新の免震工法を採用した仙台市急患センター

長年の建築技術を注いだ

水力発電100周年を記念して建てられた

津波で被災後に震災遺構として残った

三居沢電気百年館

旧荒浜小学校の校舎

仙台市立大和小学校の校舎

　100年以上もの間、地域のお客さまや協力
会社の皆さまに支えられ、歩んでこられたこと
に深く感謝している。147年という年月を企業
が歩み続けられたことは、光栄であると同時に、
非常に重い責任を感じる。
　建設業界を取り巻く環境は、人口減少、働
き方改革、脱炭素やデジタル化と大きく変化
している。過去の歴史に安住するのではなく、
新しい技術や価値観を柔軟に取り入れ、未来
を見据えた経営を進めていくことが使命だ。

　長く経営を続けられた秘訣は3つある。1つ
目は、どんな工事にも誠実に向き合い、信頼
を積み重ねてきたこと。経営理念の最重要項

目にも「人づくり」を掲げ、堅実にものをつくる
ことを大切にしてきた。
　2つ目は、先代社長が始めた月1回の全社
員勉強会を継続し、安全や技術について一
緒に学ぶ機会を設けていること。1つのことを
みんなで考える場は、組織の一体感を生み出
す上で非常に大切だ。
　3つ目は、時代の変化を受け入れ、新しい
技術や仕組みに挑戦し続けてきたこと。会社
の基本方針として「常に変化していこう」という
姿勢を受け継いできた。

　特徴は「地域に根ざした幅広い事業」で、
宮城県行政庁舎、美術館、メディアテークな
どの公共工事から、最近では放射光施設や

武田 文孝 代表取締役社長

変化を恐れず未来へ
官民連携事業にも取り組んでいる。定禅寺
通の協議会などまちづくりにも積極的に参加
している。
　当社には2つの核となる強みがある。1つは、
情報を先回りして掴む営業力。もう1つは、優
良工事として評価される技術力だ。受注した
案件を確実に完成に導くこの「社員」たちの
存在が、当社にとってかけがえのない財産と
なっている。

　建設業の魅力は自分の住んでいる街をつく
り、関わったものが地域の風景として何十年
も残り、人々の生活を支え続けることだ。147
年続いてきた会社だが、未来をつくるのは若
い世代。今いる社員と若い人たちで次の150
年、200年までの土台をつくることが大事だ。
　地域からの信頼があったからこその１４７年。
新しい技術を学びながら、自分の力を地域に
生かしたいと考える若い人たちと、200社を超
える協力会社の皆さまとこれからの100年を築
いていきたい。

㈱橋本店

会社が末永く続いていることへの思いは？

長く経営を続けてこられた秘訣は？

会社を代表する事業は？

会社を代表する事業は？

未来に向けてのメッセージは？

青葉区立町

1925年に仙台土木建築工業として創業。
ことしで100年。

1878年に橋本組として創業。
ことしで147年。

1925年に深松組として創業。
ことしで100年。

1846年に髙橋組として創業。
ことしで179年。

　創業者の祖父や先代の父を含めて実直さ
を受け継ぎ、周囲からの信頼を築き上げてきた
おかげで今年100周年の節目を迎えた。100
年の歴史の中で高度成長期から、バブル崩
壊、ゼネコン汚職など、さまざまな時代があった。
特に2008年のリーマン・ショックの時は、建
設企業も何十人単位でリストラに追い込まれ
ていたが、私たちは不動産賃貸の柱もあった
おかげで、社員を1人もリストラすることなく存

続することができた。残ってくれた社員が東日
本大震災の復興事業で大車輪の活躍をして
くれたことは、とても嬉しいことだった。

　これまで社会で困っていることを解決するお
手伝いをいろいろやってきた。今年７月にオー
プンしたＡＬＳ患者専門のナーシングホームもそ
のひとつで、年内には満床となる予定だ。障
がい者施設は全国的にもまだまだ普及に至っ
ていない。そのような未開拓市場であるブ
ルー・オーシャンを切り開くことが、今後の経
営にも絶対に役に立つと思う。不動産賃貸
の家賃でリーマン・ショックを切り抜けられたよ
うに、今後起こりうるさまざまな事態を想定し、
社会問題を解決し人に喜ばれる事業を継続
的に展開していきたい。

　沖縄の発展を支えるため、地域特性を活か
した沖縄開発事業は印象深い。宮古島でリ
ゾートホテル事業を展開するとともに、全６棟

深松  努 代表取締役社長

地域社会の繁栄に奉仕

の戸建て宿泊施設と宿泊者専用のプライ
ベートビーチを備えたヴィラブリゾートを運営し
ている。私自身、沖縄が大好きで、仕事で堂々
と行けたらこんないいことないなと思っていた。
仙台の旅行会社からの情報で、素晴らしいロ
ケーションの宮古島のホテルが売りに出てい
るとのことで、一目惚れして購入に至った。現
地の方 と々も交流が増えて、事業を応援してく
れて仕事も手伝ってもらった。

　建設産業全体が今まで以上に良くならない
と深松組が発展することはない。そのためには
仙台のまちを今より『いい仙台』として残してい
くことが大切となる。祖父が作った社是の一
つに「信用を重んじ建設事業を通じ地域社会
の繁栄に奉仕する」と掲げている。地域社会
の繁栄に奉仕するということは、困っている人
たちを助けることが繁栄につながることとなる。
その気持ちと技術を次世代に受け継ぎ、150
年、200年築いていける会社にしていきたい。

㈱深松組

会社が末永く続いていることへの思いは？ 長く経営を続けてこられた秘訣は？

未来に向けてのメッセージは？

青葉区荒巻本沢

気仙沼大島大橋の架設にＪＶ企業として参画
震災復興を代表する

学術研究の拠点となっている
放射光施設「ナノテラス」

震災復興を象徴する複合施設
「アクアイグニス仙台」

沖縄で運営する
ヴィラブリゾート
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眼底検査とは？

みなさんは、眼底検査を受けたこ

とがありますか？

眼底検査とは、眼球内部にある網

膜、視神経、血管などを観察する検

査のことで、眼科の検査の中でも特

に重要な検査です。

視覚障害の原因の80％以上が眼

底の病気と言われており、眼底検査

をすることで早期発見することがで

きます（グラフ参照）。

初期の段階では自覚症状が出にく

い病気もありますので、自覚症状が

ないから病気がないとは言い切れま

せん。定期健康診断で視力が良い結

果だったとしても、眼の病気が隠れ

ていることがありますので、視力検

査だけでは不十分です。治療が遅れ

ると機能を回復できない場合もあり

ますので、眼底検査で早期発見して

早期治療することがとても大切です。

どんな病気が分かるの？

● 緑内障

日本人の失明原因の第１位。徐々

に視野が狭くなって、放っておくと

失明してしまいます。そのような病

気にも関わらず、初期、場合によっ

ては中期でも自覚症状がありませ

ん。40歳以上では20人に１人、70

歳以上では10人に１人いると言わ

れています。一度欠けた視野は、今

の医学では治すことができません。

早期に発見して、適切な治療を続け

ていれば、進行を抑えることができ

ます。

● 糖尿病網
もう

膜
まく

症
しょう

自覚症状がないまま進行するた

め、見えづらいと感じるころにはか

なり悪化しており、視力の回復が難

しくなります。糖尿病の方は、症状

がなくても必ず定期的に眼底検査を

受けましょう。

●  黄
おう

斑
はん

変
へん

性
せい

・黄
おう

斑
はん

前
ぜん

膜
まく

比較的自覚症状が出やすい疾患で

す。ゆがみが出た

り、見ようとする

ところが見えづら

いなどの症状が出

ますが、両眼で見

ていると気付きに

くいので、たまに

片目だけで真っ直

ぐな線を見て、波

打ったり途切れた

りしていないか確

かめましょう。

● 網膜血管の動脈硬化・閉塞

眼底は、体の中で血管を直接見る

ことができる唯一の場所です。高血

圧、糖尿病、高脂血症などの全身疾

患からくる動脈硬化の状態を予測す

ることができます。

視力が良くても眼底検査は必要

眼底検査では、これらの病気以外

にも分かることがたくさんありま

す。眼科に行ったことのない方、視

力が良くて何も困っていない方、定

期健康診断や運転免許更新の視力検

査で異常を指摘されなかった方も、

ぜひ眼底検査を受けましょう。

また、メガネを替えたくなった時

や目が赤くなったり目やにが出るな

どの症状がある時は、メガネ屋さん

やドラッグストアで済ませるのでは

なく、少し面倒でも眼科を受診して

「私の眼底は大丈夫ですか？」と聞

いてみて下さい。

一生大切なものを見続けるため

に、定期的な眼底検査を受けましょ

う。

眼底検査を受けましょう
80％以上は眼底の病気

　仙建協と地元大学の合同主催による企業見学会が2025年9月16日に行われました。4回目となる
今回は、東北学院大学環境建設工学科1年生7人のほか、初めて宮城学院女子大学から生活文化
デザイン学科の1～ 4年生8人が参加。各社の特長や会社の雰囲気などを体感してもらいました。

在仙2大学が企業訪問ツアー

　阿部和工務店と銅谷建設は合同で開催しま
した。1カ所目ということもあり緊張した面持ちの
学生たちを前に、阿部和工務店の舩山克也社
長は「これからの時代を担う皆さんが大きく成長
し、できればこの業界で活躍されることを期待し
ています」と激励。また、銅谷建設の佐藤勝利
社長は「建設業は地域、日本の基幹産業で、皆
さんのＯＢ、ＯＧも数多く活躍している。就職先と
して選んでいただければ幸いだ」と期待しました。
　この後、それぞれの担当者が企業概要や事
業内容、就職後の資格取得に向けた手厚い支
援体制などを説明したほか、東北学院大学ＯＢ
で阿部和工務店に入社6年目となる沼倉巧大
工事部主任が担当業務や具体的な仕事の流れ
などを紹介。これま
での経験を通して
「施工管理として幅
広い知識を持つこ
と、職人の皆さんと
のコミュケーション力
を養うことを心がけて
います」と話しました。

青葉区上杉㈱阿部和工務店・銅谷建設㈱ 資格取得へ支援体制も充実

阿部和工務店・舩山社長 銅谷建設・佐藤社長

自身の経験を話す
阿部和工務店の沼倉主任

見たい知りたい！ 地元建設企業

初

第4弾

企業見
学会 参加者の声

見学会申し込みの動機は？

▲

建設会社を実際に見てみたかった▲

建築業に興味があるから▲

面白そうだと興味を持った▲

建設業界の企業を全く知らないから

見学会前、建設会社（建設業）の
どのようなことを知りたかったか？

▲

自分のやりたいような仕事はあるの
か、どんなことをしている会社なのか▲

業務内容や給与、社内の雰囲気

見学会後、建設会社（建設業）のどのようなことを、
知ることができたか？

▲

さまざまな部門における詳しい業務内容や会社の雰
囲気、実際に働いている方々のリアルなタイムスケ
ジュールなど▲

各会社の個性、また、その会社が建てた建造物の説明
をいただいた時、建設業というものを身近に感じたこと▲

女性の働き方、業務内容、会社の特色

見学会後の建設会社（建設業）の印象は
どう変わりましたか？

▲

男性が多いが、女性も多く、働きやすい環境であり
良い印象に変わった▲

幅広い範囲に携わっている▲

思っていたよりも福利厚生がしっかりしているとい
う印象が残った。また、女性社員の方も活躍して
いることを知ることができ、これからもっと女性が働
きやすい環境ができていくのかもしれないと思えた

見学した会社で、もっと説明してほしかった、
または見学させてほしかったことは？

▲

施工現場を実際に見てみたかった▲

給料に関することや福利厚生等についてのプリン
トなど、手元に残るものがほしいなと思った▲

どんな仕事をする人を募集しているのか説明がほしかった

見学会前の建設会社（建設業）にどのような印象を
持っていたか？

▲

圧倒的に男性社会なイメージを持っていた。また3Kと
いうこともよく聞くので、大変な業界なのだと思っていた▲

どのような仕事をしているのかあまり分からないなという
印象▲

地域に寄り添っている

皆さん、
ありがとうございました。
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　土木・水道事業や送電事業などを手掛ける三浦組。特
に電力供給会社の発電所から生活の場である「街」へ電力
を供給する送電線等の電力施設建設を行う送電事業につ
いて三浦修社長は「わが社の主力事業の中で最も歴史と
実績のある部門であり、技術の基礎になっている事業です」
とＰＲしました。また、送電線建設・土木工事・電気工事で
培ってきた高い技術力をフルに活用し、携帯電話（スマート
フォン）の「無線基地局」の建設や増強工事にも注力。「通
信可能エリアの拡大や人が多く集まるイベントなどでも安心
して使えるなど、大手通信会社のパートナー企業として安定
かつ快適な移動通信インフラ整備にも貢献しています」と強
調しました。
　この後、土木部土木・舗装グループの引地竜也主任と

遠藤拓哉さんが1日の
スケジュールなどを紹
介しながら「私たちの
仕事は高い技術力と
信頼が求められる仕事
であり、皆さんに安心
を届ける『なくてはなら
ない大事な仕事』です」
とアピールしました。

　総務部の菊地怜奈さんがナビゲートし、創業から約80年となる自社の
沿革を紹介しながら、現在を「未来先取り　転換期」と表現。「長く建
設業で培ってきたノウハウやアイデアを融合させた事業に力を入れてい
ます。建築物を通して地域の方々の『あったらいいな』という思いを実現
する『まちをワクワクさせる建設会社』でありたいと考えています」とビジョ
ンをアピールしました。
　また、建築事業に加えて企業主導型保育園として2021年3月にオー
プンした「のいえ保育園」（青葉区宮町）や応援型ファンド「まちワク。ファ
ンド」、農業と福祉を連携し新たな地域資産を作り出す農福連携事業「ま
ちワクプロジェクト」など具体事例を示しながら、地域課題を新たな地域
資産に変える事業を幅広く積極展開していることをＰＲしました。
　座学に続いて一行は、数年前にリニューアルした社屋内を見学。「フ
リーアドレスの採用など社員の声を随所に取り入れています」との説明を
受けました。

泉区七北田 主力は送電事業、豊富な実績を誇ります㈱三浦組

宮城野区幸町 まちをワクワクさせる建設会社中城建設㈱

見たい知りたい!地元建設企業  第4弾　 在仙2大学が企業訪問ツアー

引地主任（右）と遠藤さん

事務所内の見学も行われた

　学生たちを前に、建築部業務効率推進課の佐々木歩課長
は「創業以来147年間、進化を続けてきた会社です」とアピール。
トレードマークである『くじら』にも「常に新しいことにチャレンジす
るという思いを込めています」と強調しました。また、近年は「働
き方改革に最も力を入れています」と話し、具体的には業務効
率化を進めるＩＣＴやBIM/CIM、柔軟な働き方を推進するフレッ
クス制度や朝方勤務などの取り組みを紹介しました。
　また、東北学院大学ＯＧでもある藤本向日葵さんは、産休・
育休で11カ月ほど仕事から離れて６月に復帰したばかりですが、
「フレックス制度や仲間の温かいバックアップもあり、心に余裕を
持って働くことができています」と笑顔で話しました。
　この後、同社が施工した国道4号箱堤交差点下部工工事を
モデルにＶＲ体験。最先端の技術に学生たちは感心しきりでした。

宮城野区福室

常に新しいことにチャレンジしています

㈱橋本店テクノロジーマネージメントセンター

ナビゲートする菊地さん社員の声を盛り込んだ事務所内を見学

　会社の敷地内に保
育園を有する皆成建
設。一行を出迎えた
南達哉社長は「お子
さんがいても安心して
長く働ける会社です」
とアピールしました。
　同社では2018年に
0～ 2歳児までの受
け入れが可能な企業主導型保育園「みんなのひよこ
園」を整備。以来、女性社員はもとより男性社員も子
どもを預けており、南社長は「送迎の負担がなく、何か
あればすぐに駆けつけることができるので安心して働くこ
とができます」と話し、最後に「残る大学生活を有意義
に過ごしていただき、地域、さらには日本を背負う人材
になってください」とエールを送りました。
　また、管理部の菊地祐樹さんが会社概要や事業分
野、多職種を体験できる教育制度「ジョブローテーショ
ン」などを説明したほか、企業選択のポイントとして「こ
れだけは絶対に譲れない条件を絞り込むこと」とアドバ
イス。さらに、工事着手から完成までの流れを料理の過
程に例えたゲーム（工程表作成）も行われました。

若林区六丁の目 敷地内に保育園がある会社です皆成建設㈱

迫力の現場をバーチャル体験

自社の特長をＰＲする三浦社長

あいさつする南社長

管理部の菊地さんみんなのひよこ園を見学

佐々木課長 藤本さん
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あいさつする南社長

管理部の菊地さんみんなのひよこ園を見学

佐々木課長 藤本さん
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前列：左から佐藤ひなたさん、佐藤聖我さん、本郷由帆さん、安達綾祐さん   後列：左から横田雄大さん、浦山栞緒さん

ま
ず
は
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
に
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

横
田
　
深
松
組
建
築
部
の
横
田
雄
大
で
す
。
仙
台

工
業
高
校
建
築
科
の
卒
業
生
で
、
高
卒
で
深
松
組

に
入
社
し
、
９
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
仙
台

市
発
注
の
高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工

事
で
施
工
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
父
が
同
じ

く
仙
台
工
業
の
Ｏ
Ｂ
で
、
個
人
経
営
で
建
設
業
を

営
ん
で
い
る
た
め
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
然
と
建

設
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

浦
山
　
日
建
工
業
の
浦
山
栞
緒
で
す
。
高
卒
で
入

社
し
、
こ
と
し
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

積
算
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
道
路
な
ど
の
工

事
で
、
ど
の
く
ら
い
費
用
が
掛
か
る
の
か
を
計
算

し
、
金
額
を
算
出
す
る
仕
事
で
す
。
建
設
業
を
志

し
た
の
は
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
仕
事

だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

続
い
て
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
仙
台
工
業
高
校
に

入
学
し
た
理
由
や
将
来
の
進
路
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

佐
藤
聖
我
（
建
築
科
）　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
も
の

づ
く
り
が
好
き
で
、
そ
の
力
を
社
会
に
生
か
し
た

い
と
思
い
、
こ
の
学
校
を
選
び
ま
し
た
。
部
活
動

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
副
部
長
を
し
て
い
ま
す
。

進
路
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
施
工
管
理

の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤
ひ
な
た
（
建
築
科
）　
父
が
建
築
関
係
の
仕

事
を
し
て
お
り
、
中
学
の
時
に
父
の
職
場
で
体
験

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
こ
の
道
を
志
し
ま
し
た
。

部
活
動
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
就
職
を
考
え
て
お
り
、

授
業
で
設
計
や
製
図
が
好
き
に
な
っ
た
の
で
、
そ

の
方
面
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
達
綾
祐
（
土
木
科
）　
祖
父
が
鉄
道
関
係
の
土

木
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
父
か
ら
そ
の
話
を
聞
い

仙台市立
仙台工業高校

もっと知りたい！ 建設業の仕事

在校生＆卒業生
　フォーサイトでは今回も、仙台市立
仙台工業高等学校土木科・建築科の生
徒と仙台建設業協会会員企業で活躍
する同校卒業生の座談会を企画しまし

た。地元建設業の発展を担う多くの人
材を輩出している仙台工業高校は、社
会の即戦力となるスペシャリストの育
成に力を入れています。座談会では、

地元建設会社の若手社員でＯＢの２人
が、建設業の仕事や将来の進路選択に
関する質問に答えました。

第7回座談会

おしえて先輩
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て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ト
ミ

カ
や
プ
ラ
レ
ー
ル
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
で
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
面
白
そ
う
だ
」
と
感
じ

て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
部
活
動
は
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
で
金
管
楽
器
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い

ま
す
。

本
郷
由
帆
（
土
木
科
）　
高
校
卒
業
後
に
就
職
し

た
い
と
思
い
、
高
校
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
仙
台
工
業
を
知
り
、
就
職
率

が
高
く
土
木
科
が
あ
る
こ
と
か
ら
進
学
を
決
め
ま

し
た
。
部
活
動
は
美
術
部
で
す
。
進
路
は
就
職

希
望
で
、
土
木
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の

中
か
ら
、
ま
ず
は
会
社
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

横
田
　
進
路
担
当
の
先
生
か
ら
職
場
見
学
を
勧
め

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
実
際
に
事
務
所

と
現
場
を
見
学
し
て
、
そ
こ
で
働
く
方
々
が
温
か

く
、
深
松
組
の
雰
囲
気
に
惹
か
れ
て
「
こ
こ
で

働
き
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
が
決
め
手
と
な
り

ま
し
た
。

浦
山
　
家
を
出
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る
自
信
が
な

く
、
家
族
や
地
元
の
友
達
が
い
る
環
境
で
働
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
地
元
企
業
を

探
し
ま
し
た
。
体
力
面
に
も
自
信
が
な
か
っ
た
の

で
、
先
生
が
内
勤
で
募
集
し
て
い
る
会
社
を
紹
介

し
て
く
れ
て
日
建
工
業
に
決
め
ま
し
た
。

地
元
企
業
の
魅
力
と
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
か
。

横
田
　
一
番
は
転
勤
が
な
い
こ
と
で
す
。
大
手
企

業
だ
と
転
勤
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元
企
業
な
ら
県

内
で
、
一
番
遠
く
て
も
栗
原
程
度
。
週
末
に
は
必

ず
家
に
帰
れ
て
、
友
達
と
も
会
え
ま
す
。
地
元
で

働
く
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
場
所

で
、
ず
っ
と
家
族
や
友
達
と
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

浦
山
　
横
田
さ
ん
と
同
じ
く
、
家
族
や
友
達
が
周

り
に
い
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
大

き
い
で
す
。
県
内
に
本
社
が
あ
る
こ
と
で
、
地
元

に
根
付
い
て
働
け
る
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浦
山
　
私
は
積
算
業
務
を
担
当
し
て
い
て
、
発
注

者
か
ら
提
示
さ
れ
た
金
額
と
、
自
分
が
積
み
上
げ

た
工
事
金
額
が
一
発
で
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
時
は
本

当
に
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
最
も
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
工
事
を
落
札
で
き
た
時
で
す
ね
。

横
田
　
私
は
施
工
管
理
な
の
で
、
実
際
に
建
物
を

建
て
る
の
が
仕
事
で
す
。
建
物
が
完
成
し
て
お
客

さ
ま
に
見
て
も
ら
っ
た
時
、
テ
レ
ビ
番
組
の
よ
う

に
「
わ
あ
、
す
ご
い
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

瞬
間
が
あ
り
、
そ
の
一
言
で
そ
れ
ま
で
の
大
変
さ

が
全
て
吹
き
飛
び
ま
す
。

施
工
管
理
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
す
か
。

横
田
　
施
工
管
理
は
現
場
作
業
で
は
な
く
、
そ
れ

を
管
理
す
る
仕
事
で
す
。
例
え
る
な
ら
、
職
人
さ

ん
が
楽
器
の
演
奏
者
で
、
施
工
管
理
は
指
揮
者
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
工
程
表
を
作

成
し
て
工
事
を
期
間
内
に
終
わ
ら
せ
る
管
理
、
お

客
さ
ま
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
作

業
管
理
、
品
質
管
理
と
し
て
寸
法
な
ど
を
測
っ
て

確
認
す
る
仕
事
、
そ
し
て
作
業
員
の
安
全
を
守
る

の
が
仕
事
で
す
。
現
場
全
体
を
見
渡
す
必
要
の
あ

る
仕
事
が
多
い
で
す
ね
。

苦
労
し
た
点
や
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

横
田
　
新
人
が
最
初
に
任
さ
れ
る
仕
事
の
中
で
、

特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
数
量
管
理
が
大
変
で
し
た
。

図
面
で
計
算
し
た
数
量
と
、
現
場
で
型
枠
に
流
し

込
む
実
際
の
数
量
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

慣
れ
な
い
う
ち
は
生
コ
ン
車
を
余
ら
せ
て
し
ま
い
、

返
却
す
る
こ
と
で
か
な
り
の
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
９
年
経
っ
た
今
で
は
ぴ
っ

た
り
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
経
験

と
慣
れ
が
大
切
で
す
。

浦
山
　
予
定
価
格
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
時
が
嬉
し

い
反
面
、
合
わ
な
い
時
が
最
も
大
変
で
す
。
発
注

者
が
提
示
し
た
金
額
と
こ
ち
ら
で
計
算
し
た
金
額

が
全
く
合
わ
な
い
と
、
原
因
を
探
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
見
つ
か
る
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
特
に
大
変
で
す
ね
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
現
在
の
休
日
制
度
や
残

業
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田
　
弊
社
は
ほ
と
ん
ど
の
現
場
が
週
休
２
日
で

す
。
土
日
と
祝
日
は
休
み
で
す
。
残
業
も
規
制
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
規
制
に
達
し
な
い

よ
う
に
業
務
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
、
残
業
時
間

を
規
制
内
で
終
わ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
け
れ
ば
17
時
30
分
に
は
帰
り
ま
す
し
、
遅
く
て

も
18
時
30
分
く
ら
い
で
す
。
有
給
は
基
本
い
つ
で

も
取
れ
ま
す
の
で
、
現
場
終
了
後
、
１
～
２
週
間

ま
と
め
て
休
み
を
取
る
人
も
い
ま
す
。

浦
山
　
完
全
週
休
２
日
制
で
土
日
休
み
、
祝
日
も

お
休
み
で
す
。
お
盆
や
年
末
年
始
も
ち
ゃ
ん
と
休

み
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
残
業
に
つ
い
て
は
、
積

算
の
金
額
が
合
わ
な
い
時
は
残
業
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
基
本
的
に
は
定
時
に

帰
っ
て
い
ま
す
。
建
設
業
だ
か
ら
休
み
が
少
な
い

と
い
う
よ
う
な
悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
で
す
ね
。

待
遇
面
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

横
田
　
満
足
で
す
ね
。
会
社
と
し
て
も
給
料
が
安

い
と
若
い
人
材
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
て

㈱深松組 建築部

横田 雄大さん
よこ     た   　ゆう   だい

2017年3月卒業（9年目）

日建工業㈱ 工務部

2020年3月卒業（6年目）

浦山 栞緒さん
うら   やま       しおん
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する同校卒業生の座談会を企画しまし

た。地元建設業の発展を担う多くの人
材を輩出している仙台工業高校は、社
会の即戦力となるスペシャリストの育
成に力を入れています。座談会では、
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お
り
、
ど
ん
ど
ん
給
料
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

と
し
も
大
き
く
上
が
っ
て
、
給
料
は
結
構
潤
っ
て

い
ま
す
。

浦
山
　
私
は
内
勤
な
の
で
現
場
の
人
の
方
が
貰
っ

て
い
る
か
も
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
が
、

特
に
お
金
に
困
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
Ｏ
Ｂ
の
お
２
人
に
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤
（
聖
）　
仕
事
に
就
く
前
に
取
得
し
た
方
が

良
い
と
思
う
資
格
は
あ
り
ま
す
か
。

横
田
　
施
工
管
理
を
す
る
上
で
一
番
重
要
な
資
格

は
施
工
管
理
技
士
で
す
。
高
校
生
で
も
学
科
試
験

（
１
次
）
が
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
取
っ
て
お
い
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
い
て

か
ら
の
勉
強
は
本
当
に
難
し
い
の
で
、
在
学
中
の

挑
戦
を
お
勧
め
し
ま
す
。

浦
山
　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
や
は
り
土
木
施
工
管
理
技
士
は
高
校

生
の
う
ち
に
挑
戦
し
て
お
い
た
方
が
良
い
で
す
ね
。

現
場
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
時
に

何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す

の
で
、
施
工
管
理
技
士
の
知
識
は
入
れ
て
お
い
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
（
ひ
）　
会
社
や
仕
事
を
選
ぶ
基
準
と
し
て

大
切
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

横
田
　
求
人
票
を
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
休
日
や

初
任
給
な
ど
、
お
金
や
休
日
に
目
が
行
く
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
れ
が
い
く
ら
良
く
見
え
て
も
、
会

社
の
人
や
雰
囲
気
が
悪
い
と
絶
対
続
か
な
い
で
す

ね
。
気
に
な
る
会
社
が
あ
る
な
ら
ば
、
会
社
見
学

に
参
加
し
て
み
て
、
実
際
に
会
社
の
雰
囲
気
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
書

面
だ
け
で
あ
れ
ば
深
松
組
を
選
ば
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

浦
山
　
横
田
さ
ん
と
同
じ
な
の
で
す
が
、
本
当
に

気
に
な
っ
た
会
社
が
あ
れ
ば
職
場
見
学
は
行
っ
た

方
が
良
い
で
す
ね
。
自
分
が
働
い
た
ら
こ
う
い
う

感
じ
に
な
る
か
な
と
か
、
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
程
度

掴
ん
で
お
い
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
複
数
社

行
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

安
達
　
人
間
関
係
を
良
く
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

浦
山
　
基
本
的
に
は
あ
い
さ
つ
は
絶
対
で
す
。
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
お
先
に
失
礼
し
ま
す
」

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
か
、
自
分
が
間
違
っ
て
い
る
な
と
思
っ

た
ら
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
っ
て
素
直
に
言
え
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
あ
と
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
聞
き
に
行
く
姿
勢
を
見
せ
る
こ

と
も
大
切
と
感
じ
ま
す
。

横
田
　
あ
い
さ
つ
は
基
本
で
す
が
、
入
社
式
な
ど

の
第
一
印
象
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
も
じ
も
じ

し
な
い
で
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
れ
る
か
ど
う
か
。

「
こ
い
つ
元
気
だ
な
」
と
か
「
ち
ょ
っ
と
可
愛

げ
あ
る
な
」
と
思
わ
れ
た
ら
勝
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

間
違
っ
て
も
い
い
の
で
、
大
き
な
声
で
ハ
キ
ハ
キ
し
ゃ

べ
れ
ば
み
ん
な
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

安
達
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
や
は
り
引
っ

込
み
思
案
に
な
ら
ず
に
、
積
極
的
に
自
分
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
分
か
ら
な
い
こ

と
は
す
ぐ
先
輩
に
聞
く
と
い
っ
た
姿
勢
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

本
郷
　
女
性
の
社
員
の
割
合
や
、
女
性
が
増
え
て

き
て
い
る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田
　
私
の
現
場
は
５
人
で
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
女
性
１
人
が
施
工
管
理
と
い
う
立
場
で
働

い
て
い
ま
す
。
会
社
に
も
積
算
担
当
の
女
性
が
い

ま
す
し
、
工
事
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
設
計

事
務
所
の
担
当
も
女
性
の
方
で
す
。
発
注
者
の
担

当
者
２
人
も
女
性
で
す
。
私
の
周
り
は
女
性
の
方

が
多
い
く
ら
い
に
感
じ
ま
す
。

浦
山
　
私
の
会
社
は
男
女
比
率
で
い
う
と
男
性
が

９
で
女
性
が
１
で
、
女
性
が
少
な
い
の
で
す
が
、

実
際
に
内
勤
で
働
い
て
い
て
、
男
性
だ
か
ら
女
性

だ
か
ら
と
い
う
圧
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
り
の
環
境
が
と
て
も
良
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
郷
　
私
も
工
業
高
校
で
男
子
の
方
が
多
い
中
で

学
ん
で
い
ま
す
が
、
自
分
の
ク
ラ
ス
で
は
男
女
み

ん
な
仲
良
く
て
楽
し
い
で
す
。
今
の
話
を
聞
い
て
、

男
子
だ
か
ら
と
か
女
子
だ
か
ら
と
か
関
係
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

佐
藤
（
ひ
）　
正
直
そ
こ
も
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
女
性
だ
か
ら
み
た
い
な
こ
と
が
あ
る
の
は

ち
ょ
っ
と
怖
い
な
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
安
心
し
ま
し
た
。

安
達
　
天
候
に
よ
る
工
程
遅
れ
へ
の
対
応
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
。

横
田
　
ま
ず
工
程
を
組
む
時
に
、
梅
雨
時
期
や
台

風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
、
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う

な
作
業
が
あ
る
か
を
考
え
ま
す
。
雨
で
で
き
な
く

な
る
作
業
は
大
体
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
工
程
を
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
遅
れ

た
場
合
は
、
次
の
作
業
で
職
人
さ
ん
を
増
や
す
な

ど
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
遅
れ
を
取
り
返
す
た
め

に
夜
ま
で
ぶ
っ
通
し
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
基
本

あ
り
ま
せ
ん
。

安
達
　
残
業
が
多
か
っ
た
り
休
み
が
少
な
か
っ
た

り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
だ
っ
た
の
で
す
が
、

働
き
方
改
革
な
ど
で
改
善
さ
れ
て
い
る
の
は
本
当

に
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
２
人
の
話
を
聞
い

て
不
安
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

本
郷
　
求
人
票
を
見
る
上
で
一
番
重
視
し
た
と
こ

建築科  2年生

佐藤 聖我さん
さ　とう      せい    が

建築科  2年生

佐藤 ひなたさん
さ　とう
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ろ
は
何
で
す
か
。

浦
山
　
私
は
や
っ
ぱ
り
休
み
が
多
い
方
が
嬉
し
い

の
で
、
休
日
を
特
に
重
視
し
ま
し
た
。

横
田
　
私
も
お
金
よ
り
も
休
み
が
欲
し
か
っ
た
の

で
、
や
っ
ぱ
り
休
日
で
す
ね
。
あ
と
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
免
許
で
必
ず
取
り
な
さ
い
と
か
、
会
社
か
ら
の

細
か
い
条
件
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
の
は
し
っ
か
り
と
見
た
方
が
い
い
と
思

い
ま
す
。

佐
藤
（
聖
）　
現
場
で
の
年
齢
層
の
割
合
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田
　
う
ち
で
一
番
多
い
の
は
50
代
で
、
30
代
や

40
代
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

2
0
1
1
年
の
震
災
前
は
建
設
業
に
仕
事
が
な

く
、
人
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
震
災

後
に
若
い
人
が
次
々
採
用
さ
れ
始
め
た
の
で
、
20

代
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
年
代
の
人
と
仕
事
し
て
い
る
よ
う
な
感

覚
で
す
ね
。
年
齢
層
が
離
れ
た
方
々
と
仕
事
を
す

る
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
い
か
に
可
愛
が
っ

て
も
ら
え
る
か
で
す
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

に
少
し
個
性
を
出
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は

積
極
的
に
聞
き
に
行
っ
た
り
、
話
し
か
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

浦
山
　
横
田
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
、
30
、

40
代
が
少
な
く
、
20
代
、
60
代
が
多
い
で
す
。
私

の
一
番
近
い
先
輩
が
父
と
同
い
年
の
仙
台
工
業
卒

業
生
で
す
。
年
齢
層
が
離
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に

や
り
に
く
い
な
と
い
う
の
は
感
じ
な
い
で
す
ね
。

先
輩
た
ち
が
す
ご
く
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
（
ひ
）　
建
設
関
係
の
仕
事
を
し
た
い
っ
て

考
え
て
い
る
人
に
一
番
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田
　
一
番
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い

ま
す
。
い
く
ら
頭
が
良
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
な
い
と
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
と
ち
ゃ

ん
と
話
せ
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
卒
業
す
れ
ば
十

分
で
す
。
私
も
無
資
格
で
成
績
が
悪
い
中
で
卒
業

し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
こ
う
や
っ
て
仕
事
を
続

け
て
い
る
の
で
、
人
と
ど
れ
だ
け
話
せ
る
か
が
重

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

浦
山
　
建
設
関
係
に
は
施
工
管
理
、
積
算
、
管

理
系
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
あ
る
の
で
、
自
分

で
合
っ
て
い
る
な
っ
て
思
う
職
種
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

横
田
　
進
学
、
就
職
関
係
な
く
、
高
校
生
の
う
ち

は
た
く
さ
ん
遊
ん
で
お
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
社
会
人
に
な
る
と
仲
良
か
っ
た
友
達
と
も
疎

遠
に
な
り
が
ち
で
す
。
就
職
す
る
人
は
ぜ
ひ
工
業

高
校
か
ら
就
職
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
に
就
職

支
援
に
関
し
て
手
厚
い
学
校
は
な
か
な
か
な
い
と

思
い
ま
す
。
私
も
就
職
に
つ
い
て
、
か
な
り
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
環
境
を
生
か

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

浦
山
　
勉
強
し
て
い
て
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
３
年
間
高
校
生
活
を
頑
張

れ
ば
、
地
元
で
の
就
職
先
は
必
ず
見
つ
か
り
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
道
を
見
つ
け
て
、
前
向
き
に
進
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

座
談
会
を
終
え
て
（
在
校
生
の
感
想
）

佐
藤
（
聖
）　
資
格
取
得
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
在
学
中
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ

と
は
今
の
う
ち
に
や
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
（
ひ
）　
女
性
と
し
て
建
設
業
で
働
く
こ
と

へ
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の
話
を
聞

い
て
、
男
女
関
係
な
く
活
躍
で
き
る
業
界
だ
と
安

心
し
ま
し
た
。

安
達
　
働
き
方
改
革
で
建
設
業
の
労
働
環
境
が
大

き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
残
業
や
休

日
に
関
す
る
不
安
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
重
要
性
も
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

本
郷
　
職
場
見
学
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
感
じ
る
こ
と
が
、

会
社
選
び
で
最
も
重
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

土木科  2年生

安達 綾祐さん
あ     だち 　りょう すけ

土木科  2年生

本郷 由帆さん
ほん   ごう　  ゆう    ほ
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講
者
た
ち
は
初
対
面
の
会
員
同
士
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
伝
え
方
や
聞
き
方
、
効
果
的
な
文
章
の

書
き
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
10
月
10
日
に
は
、
前
回
の
研
修
を
受
け

た
若
手
社
員
を
中
心
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

最
初
の
研
修
を
受

け
て
か
ら
仕
事
の

取
り
組
み
方
が
変

わ
っ
て
き
た
会
員

た
ち
は
、
グ
ル
ー

プ
単
位
で
自
分
の

考
え
を
伝
え
た
り
、

協
力
し
て
ゲ
ー
ム

形
式
の
問
題
を
解

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め

ま
し
た
。

時
間
外
労
働
削
減
へ

適
正
工
期
要
望

25
年
度
定
時
総
会
を
開
催

仙
建
協
の
２
０
２
５
年
度
定
時
総
会
が
、
５
月

９
日
に
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
を
支
え
る
建
設
業
と
し
て
、
本
年
度
は
工
期

の
適
正
化
に
関
す
る
要
望
や
防
災
訓
練
、
大
学
生

の
会
社
見
学
会
な
ど
を
継
続
し
て
い
く
事
業
計
画

を
議
決
し
ま
し
た
。

深
松
努
会
長
は
、
仙
台
市
に
対
し
て
公
共
事
業

の
確
保
な
ど
を
要
望
し
た
こ
と
を
会
員
企
業
の
代

表
者
に
伝
え
た
上
で
「
会
員
80
社
が
一
丸
と
な
り
、

市
民
の
幸
せ
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
持
続
的

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

25
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
時
間
外
労
働
の
削

減
に
関
し
て
発
注
者
に
適
正
な
工
期
設
定
を
要
望

す
る
ほ
か
、
完
全
週
休
２
日
制
の
実
現
を
目
指
し

て
「
建
設
産
業
標
準
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
導
入
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
重
点
事
項
と
し
て
▽

復
旧
・
復
興
へ
の
貢
献
活
動
▽
会
員
企
業
の
技
術

力
向
上
、
経
営
の

改
善
を
推
進
▽
労

働
災
害
の
防
止
、

雇
用
改
善
を
推
進

▽
建
設
業
の
社
会

的
使
命
▽
関
係
機

関
・
関
連
団
体
と

の
連
携
―
に
取
り

組
む
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。

効
果
的
な
会
話
力

身
に
付
け
る

25
年
度
若
手
社
員
研
修
会

２
０
２
５
年
度
若
手
社
員
研
修
会
を
６
月
13
日

に
仙
台
市
内
で
行
い
ま
し
た
。
会
員
企
業
に
所
属

す
る
入
社
７
年
以
下
の
若
手
社
員
約
30
人
が
、
会

話
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め

の
研
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
工
事
現
場
で
は
近
所
の
方
々
や
役
所
の
担
当

者
と
話
す
機
会
が
多
く
、
思
い
の
伝
え
方
が
大
事

だ
」
と
深
松
会
長
は
受
講
者
に
伝
え
ま
し
た
。
受

地
域
を
守
る

災
害
時
の
合
同
訓
練

仙
台
市
5
区
役
所
と
連
携

災
害
時
に
地
域
を
守
る
業
界
団
体
と
し
て
、

２
０
２
５
年
度
も
仙
台
市
と
合
同
で
災
害
対
応
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
以
前
は
、
５
区
役
所
輪
番
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
全
５
区
役
所
と

一
斉
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
５
月
28

日
に
、
仙
台
市
の
５
区
役
所
お
よ
び
宮
城
総
合
支

所
、
秋
保
総
合
支
所
と
連
携
し
て
、
災
害
が
発
生

し
た
時
の
初
動
活
動
の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

宮
城
県
沖
で
午
前
９
時
に
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
の
も
と
、
地
震
発
生
直
後
に
仙
建
協

は
事
務
局
内
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
各
区
、
総
合
支
所
と
無
線
な
ど
で
連
絡
を
取

り
合
い
、
支
援
要
請
を
受
け
て
会
員
企
業
が
被
災

現
場
に
出
動
す
る
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
企
業
か
ら
連
絡
員
を
役
所
に
派
遣
し
、

情
報
収
集
す
る
手
順
も
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
10
月
23
日
に
は
仙
台
市
と
の
協
定

に
基
づ
き
、
２
回
目
と
な
る
バ
ス
停
の
除
雪
出
動

訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
大
雪
が
降
っ
て
バ
ス
停
で

の
乗
降
が
困
難
に
な
っ
た
時
、
仙
建
協
の
会
員
企

業
は
最
寄
り
の
バ
ス
停
周
辺
で
除
雪
作
業
に
協
力

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

出
動
訓
練
で
は
、

仙
台
市
か
ら
出
動

要
請
を
受
け
た
事

務
局
が
会
員
各
社

に
そ
れ
を
連
絡
し
、

会
員
企
業
の
除
雪

部
隊
が
バ
ス
停
を

見
回
る
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。

深松会長

グループごとに研修

無線連絡の手順を確認

●第33回定期会議
●募集力・広報力アップ講習
会
●会員会社若手社員研修会

7月
●第1回仙台労働基準監督
署・仙台市合同安全パト
ロールを支援
●仙台建設業協会2024年度
施工仙台市優良建設工事
表彰式
●第2回集団資源回収運動
●常任理事会、第182回理事
会

8月
●東北学院大学・宮城学院
女子大学生による会員企
業見学会
●県土木部防災訓練へ参加
●北海道視察研修会

9月
●仙台労働基準監督署と労
安委員指導員の意見交換
会
●仙台河川国道事務所との
意見交換会
●第3回集団資源回収運動

10月
●2025年度安全大会
●全国建設業労働災害防止
大会（兵庫）へ参加
●第2回雇用・安全管理パト
ロール
●2025年度第2回仙台労働
基準監督署・仙台市合同
安全パトロールを支援
●会員会社若手社員フォロー
アップ研修会
●バス停除雪出動訓練

11月
●常任理事会・第183回理事
会
●第38回広瀬川河川・海岸
一斉清掃（千代大橋）へ
参加
●環境学習教材の贈呈式
●2025年度建設工事安全パ
トロール
●宮城県建設業協会災害訓
練へ参加
●第4回集団資源回収運動
●仙建協ボウリング大会

12月
●フォーサイト№69発行
●特定家畜伝染病防疫演習
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る
分
野
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
協
会
の
新
井

恭
子
理
事
長
が
講
師
を
務
め
、
ど
の
よ
う
な
業
務

で
社
内
と
現
場
を
連
携
さ
せ
る
の
か
、
具
体
的
な

事
例
を
上
げ
て
説
明
し
ま
し
た
。

広
瀬
川
の
環
境
美
化
に

協
力

ク
マ
に
注
意
し
ゴ
ミ
拾
い

広
瀬
川
の
環
境
を
守
る
清
掃
活
動
「
広
瀬
川

１
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
４
月
19
日
と
11
月
８

日
に
行
わ
れ
、
今
回
も
多
数
の
仙
建
協
会
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
担

当
区
域
の
千
代
大
橋
近
く
に
集
ま
り
、
河
川
敷
の

ご
み
を
拾
っ
た
り
、
雑
草
の
刈
り
払
い
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
秋
は
毎
年
、
９
月
中
に
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
避
け
、
さ

ら
に
芋
煮
会
シ
ー
ズ
ン
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
を
片

付
け
よ
う
と
、
実
施
を
11
月
に
ず
ら
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
秋
は
全
国
で
ク
マ
に
よ
る
人
身

被
害
が
相
次
い
で
発
生
し
た
た
め
、
ク
マ
の
出
没

リ
ス
ク
の
高
い
広
瀬
川
の
上
流
部
で
は
清
掃
活
動

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
、
多
く
の
会
員
が
作
業
に
当
た
っ
た
千
代

大
橋
の
周
辺
は
ク
マ
被
害
の
リ
ス
ク
が
小
さ
か
っ

た
た
め
、
会
員
た
ち
は
集
中
し
て
清
掃
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

仙
台
市
に
教
材
寄
贈

資
源
回
収
運
動
で
社
会
に
還
元

集
団
資
源
回

収
運
動
に
よ
っ

て
得
た
収
益
に

よ
り
、
仙
建
協

は
２
０
２
５
年

度
も
仙
台
市
に

学
習
教
材
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

11
月
13
日
に
東

北
大
学
青
葉
山

キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
せ
ん
だ
い
環

境
学
習
館
「
た

ま
き
さ
ん
サ
ロ

ン
」
で
贈
呈
式

が
開
か
れ
、
環
境
福
祉
委
員
会
の
佐
藤
渉
委
員
長

が
仙
台
市
環
境
局
の
細
井
崇
久
局
長
に
蛍
光
鉱
物

９
種
と
図
書
４
冊
を
渡
し
ま
し
た
。

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
に
は
、
建
設
業
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
す
る
本
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。
佐
藤

委
員
長
は
「
寄
贈
し
た
教
材
と
と
も
に
本
に
も
触

れ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
建
設
業
に
理
解
と
興

味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
仙
台
市

に
対
す
る
学
習
教
材
の
寄
贈
は
、
２
０
１
８
年
か

ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
寄
贈
し
た
学
習
教
材
は

同
サ
ロ
ン
で
貸
し
出
し
た
り
、
環
境
学
習
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
回
収
運
動
は
、
環
境
福
祉
事
業
の
一
環
と

し
て
年
６
回
程
度
、
会
員
企
業
や
会
員
の
家
庭
か

ら
古
紙
や
段
ボ
ー
ル
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
裁
断
し

た
紙
屑
な
ど
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
売
却
益
で
毎

回
、
学
習
教
材
な
ど
を
購
入
し
て
社
会
に
還
元
し

て
い
ま
す
。

●常任理事会、180回理事会

3月
●木建委員会と幹事会合同会
議
●第5回集団資源回収運動

4月
●第181回理事会
●第37回広瀬川河川・海岸
一斉清掃（千代大橋）へ
参加

5月
●2025年度定時総会
●第1回集団資源回収運動
●5区役所災害応急措置協力
会説明会
●5区役所2総合支所との災
害時合同訓練

6月
●第1回雇用・安全管理パト
ロール
●木建委員会と幹事会の合同
会議
●応急危険度判定士研修会
●宮城県土木部施工管理技
士会  仙台支部代議員会

●仙台市総合防災訓練へ参
加

現
場
と
社
内
つ
な
ぐ

新
た
な
職
域

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
説
明
会
を

開
催

現
場
作
業
の
省
力
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
仙
建
協

は
３
月
11
日
に
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
説
明
会
を

仙
台
市
内
で
行
い
ま
し
た
。

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
、
現
場
を
後
方
支
援

す
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
（
社
内
）
と
、
最
前
線
の

技
術
者
（
現
場
）
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
さ
せ
る

仲
介
役
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
こ
れ
ま
で
個
別
の
作
業

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
現
場
と
社
内
を
つ
な
ぎ
、
チ
ー

ム
で
施
工
管
理
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
供
し

ま
す
。
特
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

新しい顔ぶれ
（代表者変更）
2025年4月1日　㈱小松建設
代表取締役 小松 尚斗
2025年6月2日　遠藤吉照土建㈱
代表取締役 遠藤 正幸
2025年6月19日　若葉建設㈱
代表取締役 沖津　忍
2025年6月24日　仙建工業㈱
代表取締役社長 木村 英明
2025年7月8日　東北ニチレキ工事㈱
代表取締役 小田原 慎
（退会）
2025年3月31日　㈱鈴木建設

（会社名変更）
仙台土木建築工業㈱ 
 ➡ ㈱仙台土建

行事報告
1月
●第3回仙台労働基準監督署・仙台市
合同安全パトロールを支援
●社会福祉施設への寄付活動
●木建指導員と仙建協指導員合同会
議

2月
●仙台市への要望会

千代大橋周辺を清掃

説明会の様子

贈呈式の様子
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